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令和２年度喜多方市社会福祉協議会事業報告 

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで） 

 

 

Ⅰ 総務事業部門 

 

１．法人の運営 

（１）理事会・評議員会の開催 

【理事会】 

  令和２年 ６月 ３日  【書面決議】 

              ※事業経過報告（会長の職務執行報告） 

○令和元年度事業報告について 

○令和元年度社会福祉事業会計収支決算について 

 ○令和２年度定時評議員会の開催について 

 〇評議員候補者（補欠）推薦者の選任について 

            

  令和２年 ７月２２日  【書面決議】 

○評議員候補者（補欠）推薦者の選任について 

 

  令和２年１２月１７日  ※事業経過報告（会長の職務執行報告） 

              ※令和２年度上期事業報告並びに収支状況報告 

              〇令和２年度社会福祉事業会計収支補正予算＜第１次＞ 

について 

              〇令和２年１２月評議員会の開催について 

 

  令和３年 ３月１９日  ※事業経過報告（会長の職務執行報告） 

              〇令和２年度社会福祉事業会計収支補正予算＜第２次＞ 

について 

              〇令和３年度事業計画について 

              〇令和３年度社会福祉事業会計収支予算について 

              〇役員報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正について 

              〇嘱託職員等雇用管理規程の一部改正について 

              〇喜多方市社会福祉協議会訪問入浴介護事業所の事業廃止

について 

              〇令和３年３月評議員会の開催について 
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【評議員会】 

  令和２年 ６月２４日  【書面決議】 

※事業経過報告（会長の職務執行報告） 

○令和元年度事業報告について 

○令和元年度社会福祉事業会計収支決算について 

 

  令和２年 ７月３０日  【書面決議】 

○理事（補欠）の選任について 

 

  令和２年１２月２５日  ※事業経過報告（会長の職務執行報告） 

              ※令和２年度上期事業報告並びに収支状況報告 

              〇令和２年度社会福祉事業会計収支補正予算＜第１次＞ 

について 

 

  令和３年 ３月２９日  ※事業経過報告（会長の職務執行報告） 

              〇令和２年度社会福祉事業会計収支補正予算＜第２次＞ 

について 

              〇令和３年度事業計画について 

              〇令和３年度社会福祉事業会計収支予算について 

              〇役員報酬及び費用弁償に関する規程の一部改正について 

              〇嘱託職員等雇用管理規程の一部改正について 

              〇喜多方市社会福祉協議会訪問入浴介護事業所の事業廃止

について 

              

（２）監事会の開催並びに会計指導の実施 

【監事会】 

  令和２年 ５月２２日  ○令和元年度事業並びに社会福祉事業会計収支決算に 

ついての監査 

  令和２年１２月 ８日  〇令和２年度上期事業並びに社会福祉事業会計についての 

監査 

 

 【委嘱会計事務所による会計指導】 

  令和２年 ５月１１日   ○令和元年度決算に係る会計指導 

  令和２年１２月 ２日   〇令和２年度上期決算に係る会計指導 

 

（３）評議員選任・解任委員会 

令和２年 ６月１１日  【書面決議】○評議員（補欠）の選任について 

令和２年 ８月１１日  【書面決議】○評議員（補欠）の選任について 
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（４）苦情解決第三者委員会 

令和３年 ３月２９日  〇令和２年度苦情受付・対応状況について 

 

（５）役員・評議員候補者推薦委員会 

  令和２年 ５月１９日 【書面決議】〇評議員推薦候補者（補欠）の選定について 

  令和２年 ７月１４日 【書面決議】〇理事・評議員推薦候補者（補欠）の 

選定について 

 

（６）正副会長会議の開催    

令和２年 ５月２７日 〇理事会、評議員会の提出議案についての協議 

令和２年１２月１４日            〃 

令和３年 ３月１６日            〃 

 

（７）役員・評議員に対する研修の充実 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（８）賛助会員の拡充 

    例年、８月を賛助会員増強月間と位置づけ訪問活動による協力依頼を行ってきた

が、新型コロナウイルス感染の拡大による経済活動の低迷、業績不振などが見受け

られるため、本年度は郵送による協力依頼に切り替えた。 

    尚、未加入であって取引のある企業、事業所には趣旨を説明のうえ、新規加入の

依頼を行った。 

 

（９）第１６回喜多方市社会福祉大会の開催 

    福祉に携わる公私の機関、団体、市民の皆さんが一堂に会し、社会福祉に関する

理解を深め、更なる充実に向けた啓発を図る機会とするとともに、多年にわたり社

会福祉の発展に功労のあった方々を顕彰し、感謝の意を表するため社会福祉大会を

開催した。 

    尚、新型コロナウイルス感染拡大を予防するため、規模縮小、時間短縮を図った。 

      開 催 日  令和２年１１月２２日（水） 

      会  場  喜多方市総合福祉センター 

      表  彰  社会福祉大会長表彰  ２件、社会福祉大会長感謝 ７件 

            県共同募金会長感謝 （寄附） ２２件（奉仕） ２６件 

      記念講演  「ウィズコロナ下での健康管理」 

                   喜多方医師会 会長 三 橋 彦 也 先生 

      参 加 者  １４０名 
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（１０）第７４回福島県社会福祉大会（喜多方市開催）への協力 

     １０月２９日に喜多方市プラザを会場に開催された第７４回福島県社会福祉大

会に、運営スタッフとして協力した。 

 

（１１）ふれあい社会福祉講座の開講  

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（１２）『社協だより』の発行とホームページ・フェイスブックによる情報発信 

   ①社協だより・・・社協の事業や福祉に関する情報、各種福祉団体の活動紹介など

総合的な福祉情報の提供をするため全戸に配付 

発行：５月１日、８月１日、１１月１日、２月１日 発行部数：１８，５００部 

 

②情報発信ツールの利活用・・・本会の事業内容を幅広い市民層に周知するためホ

ームページ及びフェイスブックを活用し情報発信した。 

           ※ホームページアドレス http://www.kitakata-shakyo.or.jp 

           ※フェイスブックアドレスについては本会ホームページより参照 

 

（１３）成年後見制度・法人後見調査研究事業（地域福祉課部門に記載） 

 

（１４）児童館の活動支援 

    父母の共働きや疾病、その他の理由により十分な保護育成ができない世帯等の児

童に、健全な遊びや運動・製作活動・社会研修等を体験させる児童館等運営事業に、

児童厚生員を配置しその運営支援に努めている。 

    また、新型コロナウイルス感染症による小学校の休校にあたっては、夏休み等の

時期と同様に一日開館とし、児童の受け皿として対応した。 

    一斉休校等に伴う対応期間  令和２年４月２３日～５月１５日 

                    

児童の登録状況（Ｒ３．３現在）                                     

放課後児童クラブ 
１

年 

２

年 

３

年 

４

年 

５ 

年 

６ 

年 
合計 備考 

中央 16  27  21        64    

上三宮 0  2  0  1  4  4  11    

岩月 6  5  7  3  3  0  24    

関柴 11  5  13  4  0  0  33    

熊倉 8  9  9  5  3  1  35    

慶徳 11  9  3  2  4  3  32    

豊川 14  6  8  6  4  1  39    



 

 

５ 

 

喜多方 
      7  1  5  

94  
二小×１ｸﾗｽ 13  名 

32  28  21        児童クラブ館 81  名 

松山 17  11  12  9      49    

しきみ 
    14  2  3  1  

85  
一小 20  名 

38  15    10  0  2  ＮＴＴ 65  名 

計 153  117  108  49  22  17  466    

                    ※旧喜多方市内児童クラブ１０館の運営一部受託 

 

（１５）介護職員養成・定着化事業（介護パワーアップ事業） 

  １）介護職員初任者研修 

     地域における介護職員不足の解消を図るため、介護人材の育成を目的として介

護職員初任者研修を実施した。 

・夜コース 令和２年８月２５日から１２月１５日まで  受講者１８名 

 

  ２）キャリアアップ研修支援事業 

     市内施設勤務の介護職員等の初任者研修受講・実務者研修受講及び介護福祉士

の資格取得を促進し、従業者の安定的雇用につなげるため研修費用を助成する。 

     ※説明会の開催、説明会資料の郵送により市内介護事業所に周知を図っている 

       支援実績：実務者研修受講費助成  ０件 

            初任者研修受講費助成  ３件 

             

  ３）介護職員就労定着奨励金事業 

     介護職として市内の同一事業所に１年以上就業した者に対し奨励金を支給した。 

       市内在住者  １９名    市外在住者  ９名 

 

（１６）家族介護者交流事業（リフレッシュ事業）の実施 

     在宅で高齢者等を介護する市民の方を対象に、心身の負担軽減と同じ介護者同士の 

交流を目的とし、家族介護者交流事業（リフレッシュ事業）を実施した。 

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため宿泊リフレッシュは中止） 

 ・日帰りリフレッシュ事業（令和２年１０月９日） 

  参加者：１０名  行 先：リステル猪苗代ほか 

      

（１７）火災等災害見舞金交付事業 

     火災や風水害等の自然災害の被災者に対し、地域福祉の住民相互のたすけあいの趣 

旨に基づき災害見舞金を交付した。 

          住居全焼  ４件 

          死  亡  ３名 



 

 

６ 

 

（１８）健康事業所宣言と職員の健康維持向上の取組み 

     福島県と協会けんぽ福島支部との共催事業である「健康事業所宣言」事業に参

加し、今年度のメインプランを「高血圧対策」とし、職員に対する啓蒙啓発を行

っている。 

 

（１９）職員の資質向上 

     職制、職種に応じた内部キャリアパス研修として、新任職員研修、新任管理者

研修を行ったほか、福島県社会福祉協議会等が主催する外部研修、オンライン研

修に参加させた。 

 

（２０）福祉避難所の開設 

     大雨による洪水や土砂災害に備え、喜多方市からの要請により高齢や障がい、

妊産婦等の配慮が必要な避難者の受入れのため、福祉避難所を開設した。 

     開設期間 ： 令和２年７月２９日～３０日 

     開設施設 ： 喜多方市総合福祉センター 

     避 難 者 ： ４名（１世帯） 

     そ の 他 ： 夢の森、いきいきセンター、しゃくなげホーム、かたくり荘で 

            は避難者受入の準備を行った。 

 

２．福祉施設の管理運営 

（１）喜多方市総合福祉センターの管理運営 

総合福祉センターの管理については、その目的達成のため最良な管理に努めた。

また、高齢者福祉センターについては、高齢者の憩いの場として、また各種会合な

どに市民の方々から広く利用された。 

高齢者福祉センター 利用人員 １２，１１７名（開館日数 ２８２日） 

多目的ホール    利用者数  ３，０４３名（利用回数 １５２回） 

２階会議室     利用者数  １，６９２名（利用回数 １２５回） 

＊新型コロナ緊急事態宣言により４/２２～５/１８まで休館 

＊囲碁・将棋の利用は４/２２～６/２１まで休止 

 

（２）熱塩加納保健福祉センター「夢の森」の管理運営 

   市内で開催されたイベント等でのパンフレット配布、観光案内所、道の駅、コン 

ビニエンスストア等にパンフレットの設置、更には、近隣の道路にのぼりを立てる 

などし、誘客に努めた。 

   保養施設（温泉入場者）営業日数  ２１１日 延利用者数 ３５，１３９名 

   運動施設（ゲートボール場）利用日数１８４日 延利用者数  ２，１９７名 

    ＊新型コロナ緊急事態宣言により４/２２～５/１８まで休館（運動施設も休館） 

    ＊給湯水配管工事のため９/１～１１/３０まで休館（運動施設は開館） 



 

 

７ 

 

（３）塩川保健福祉センター「いきいきセンター」の管理運営 

   パンフレットの配布や、季節ごとに粗品を配布するなど、引き続きご利用いただ

けるようにＰＲを行った。 

   保養施設（温泉入場者）営業日数 ２８４日 延利用者数 ２２，９６６名 

   巡回福祉バス運行 運行日数 ４２日 延利用者数 ９２４名 

     ＊新型コロナ緊急事態宣言により４/２２～５/１８まで休館 

 

（４）生活支援ハウス事業（しゃくなげホーム・かたくり荘） 

    一人暮らし高齢者等を対象として、安全で安定した生活の場を提供し、自立の支

援を図った。 

    ○山都生活支援ハウス１０部屋  １名入居（３月末現在） 

    ○高郷生活支援ハウス ７部屋  １名入居（３月末現在） 

 

（５）高齢者生産活動センターの管理運営 

    「高齢者生産活動センター」を拠点とし、高齢者のコミュニティが一層拡大され

るよう利用者の加入促進及び各グループの技術向上を図りながら、生産性の向上、

販売先の開拓に取り組んだ。 

新型コロナウイルスの感染拡大により市内のイベントの多くが中止となるととも

に、委託販売先でも観光客の大幅な減少により販売実績は大きく落ち込んだ。 

また、１０月に開館４０周年を迎え記念誌を発行し、関係機関、関係者に配布し

活動センターの事業活動のＰＲに努めた。 

    令和２年度会員登録者数  １２８名  （※昨年度 １３４名） 

     ＊新型コロナ緊急事態宣言等により４/２２～５/３１まで活動休止 

 

３．介護保険事業 

  ＊＊＊ 別 掲 ＊＊＊ 

  本会介護事業では、新型コロナウイルス感染対策として、マスク着用、消毒や換気の

徹底を行うとともに、職員及び利用者に対しても家庭生活で家族ぐるみでの感染予防の

取組について協力要請を行ってきた。 

  また、介護保険法の趣旨に則り利用者や家族の行動（首都圏や感染拡大地域との往来

など）によって利用を制限することなくサービスを実施した。 
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Ⅰ 地域福祉部門 

 

１． 地域福祉事業 

（１）福祉活動支援金制度への理解と協力 

   自主財源となる福祉活動支援金の充実を図るため、行政区長会連合会並びに行政区

に対して理解と協力に努めた。 

福祉活動支援金実績額：６，３８４，２７４円 

 

（２）地域福祉活動計画の推進 

   地域福祉の推進を図るために策定した地域福祉活動計画について、進行管理と評価

に関することを所掌する推進委員会を設置し、１０名の委員を委嘱し開催した。 

    推進委員会：令和３年３月２９日開催 

 

（３）ふれあいきたかた社協まつりの開催 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（４）おもちゃ図書館事業の推進 

   全ての子供達が、おもちゃや本を通して人間性豊かに成長することを支援するとと

もに、保護者に交流の場を提供している。 

      本 所 ３月末利用人員延  ２，１２４名 開館日数   ８０日 

   熱塩加納支所 ３月末利用人員延    １１３名 開館日数  １２日 

     塩川支所 ３月末利用人員延    ５４２名 開館日数   ３９日 

      計   ３月末利用人員延  ２，７７９名 開館日数 １３１日 

 

・子育て支援事業（子育てイベントの実施） 

おもちゃ図書館の開催にあわせて、季節ごとのイベントを実施した。 

 

＜本所・・総合福祉センター＞  

 内 容            参加者 

    ４ 月    こいのぼり製作       中 止 

５ 月    たのしい人形劇       中 止 

        ６ 月    ベビーマッサージ      ２３名 

       ７ 月    七夕製作          ２３名 

       ８ 月    ミストシャワー（計６回）延２２４名 

       ９ 月    親子交通安全教室      ２７名 

     １０月    バス遠足          中 止 

        〃     リズム遊び         ２４名 

       １１月    親子運動会         ４０名 



 

 

９ 

 

       １２月    クリスマス製作       ４２名 

       １ 月    たのしい人形劇       ２５名 

       ２ 月    豆まき           ２９名 

       ３ 月    ティピーテント製作     ３７名 

 

＜熱塩加納・・夢の森＞ 

内 容            参加者 

        ４ 月    初顔合わせカフェ        中 止 

５ 月    身体測定             中 止 

       ６ 月    手形アート            ４名 

７ 月    七夕製作             ７名 

９ 月    身体測定・リズム遊び     ４名 

１０月    ハロウィン制作        ４名 

１１月    本の読み聞かせ        ６名 

１２月    クリスマス制作       １０名 

１ 月    団子刺し制作        １０名 

２ 月    ひな人形制作        １０名 

３ 月    手形アート作製       １２名 

 

＜塩川支所・・いきいきセンター＞ 

         内 容            参加者 

        １０月    ハロウィン          ８名 

        １２月    クリスマス会        ２６名 

        １ 月    豆まき            １６名 

        ２ 月    ひな祭り          １４名 

 

〇キッズスペースの設置 

おもちゃ図書館開館以外の日でも、子どもや子育て中の保護者同士が交流でき

る居場所として、常設のキッズスペースを総合福祉センター及び塩川いきいきセ

ンター内に設置した。 

・本 所  日曜日～金曜日 ９：００～１６：３０ 

            ３月末延利用者数 ４９８名 

      ・塩川支所 火曜日～金曜日 ９：００～１６：００ 

            ３月末延利用者数  ８８名 

 

（５）心配ごと相談所の開設 

  市民の日常の心配ごと、困りごとの相談を受けることにより、市民一人ひとりが安

心して暮らせる地域社会づくりに寄与するため、本・支所において心配ごと相談所を
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開設した。 

  内訳：本所 ４６件、塩川３件、高郷４件  

    

（６）日常生活自立支援事業（あんしんサポート） 

    認知症、知的障がい、精神障がい等により判断能力が不十分な方に対して、福祉

サービスの利用に関する援助や日常的な金銭管理等を援助し、地域で安心して生活

することができるように権利擁護を図った。 

     ３月末実利用件数  １０件 

     相談援助件数   ２１３件 

 

（７）高齢者生きがい対策事業の実施 

①陶芸教室の開催（塩川支所） 

     生きがいセンターを拠点に陶芸教室を開催し、高齢者のいきがいづくり、仲間

づくりを支援した。 

      会員数 ３８名（延べ ５８７名） 活動日数 ８０日 

   ②一人暮らし高齢者等支援事業 

  買い物代行支援事業の実施（高郷地区） 

      実施回数  ３回（５月１５日、５月２２日、５月２９日） 

利 用 者  高郷地区内に在住する一人暮らし高齢者 ５名 

     買い物支援事業の実施(高郷地区)  

実 施 日  １１月１３日(金) 

参 加 者  高郷地区内に在住する一人暮らし高齢者 ８名 

 

（８）福祉と介護の出張講座 

 喜多方市内の学校や団体等の要請に応じ、福祉に関する講座へ職員の派遣を行った。 

・岩月公民館       令和２年９月６日       参加者： １３名 

・福島県立喜多方高等学校 令和２年１０月１２～１４日  参加者：１２４名 

・中央公民館       令和２年１０月１５日(木)   参加者： １８名 

・会津医療生活協同組合  令和３年３月１１日（木）   参加者： １１名 

 

（９）福祉団体の育成支援 

   少子高齢社会の急激な進行と地域における連帯感の希薄化が進んでいる今般の現状

を踏まえ、市民主体の活動を支援するため市内で活動している福祉団体の事務局とし

て、育成支援を行った。 

１）民生児童委員連合会  ２）ふれあい福祉協議会 ３）老人クラブ連合会 

４）赤十字奉仕団     ５）日本赤十字社有功会 ６）手をつなぐ親の会 

７）身体障がい者福祉会  ８）福島いのちの電話  ９）瓜生岩子刀自顕彰会 

10）更生保護協議会    11）遺族会連絡協議会 
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（10）車椅子貸し出し事業 

   高齢者や障がい者の家族旅行や外出など短期間の車椅子使用に対応するため、無料

貸出を行った。 

     貸出件数  ３１件 （喜多方１６件、塩川１０件、山都４件、高郷１件） 

 

（11）ＮＰＯ法人日本入れ歯リサイクル協会への協力 

   不要になった入れ歯を回収し、精製した貴金属をユニセフ募金を通して世界の子ど 

もたちのために役立てる活動に協力した。 

     精製貴金属量  ４３９ｇ 

 

（12）法人後見調査研究委員会 

   高齢化が進行し権利擁護の必要性が増している本市の状況を踏まえ、本会における

法人後見事業への取組み検討を行うため、職員を委員とする調査研究委員会を設置し

た。 

調査研究委員会  ７回開催 

先進地視察    １回（南会津社会福祉協議会） 

 

２．ボランティアセンター事業 

 

（１）福祉に関する登録ボランティアコーディネート 

  地域の福祉ボランティアの活動拠点として、ボランティアやニーズの登録等の体制整

備を行ったが、新型コロナウイルス感染症対策のため当面の間、受付を中止とした。 

 

（２）児童・生徒のボランティア活動普及事業の推進 

  ①ボランティア活動普及事業協力校指定事業 

市教育委員会、各学校の協力を得て、心豊かな児童・生徒を育成するためボランテ

ィア活動普及事業協力校の指定及び活動を積極的に推進した。（市内小・中・高校） 

○市社協の指定校  第一小学校、第二小学校、松山小学校、上三宮小学校、 

第三小学校、関柴小学校、熊倉小学校、豊川小学校、 

慶徳小学校、熱塩小学校、加納小学校、堂島小学校、 

塩川小学校、姥堂小学校、駒形小学校、山都小学校、 

高郷小学校、第一中学校、第二中学校、第三中学校、 

会北中学校、塩川中学校、山都中学校、高郷中学校 

喜多方高校 喜多方東高校 耶麻農業高校 

                  ※交付額  ５０，０００円（１校につき） 

 

〇モデル校事業 

    ボランティア活動普及事業協力校の一層の活性化と、その取組みがモデルとなり、
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他校へ波及させることを目的に、毎年小学校１校・中学校１校をモデル校として指

定（指定期間は２年間）し、また、事業推進にあたっての連絡調整を行った。 

塩川小学校、会北中学校（令和元年度・令和２年度） 

 

（３）サマーショートボランティアスクールの実施 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（４）傾聴ボランティア事業 

   ①養成講座    ②傾聴ボランティアのコーディネート   

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（５）除雪ボランティア事業 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（６）朗読・点訳ボランティア事業 

①視覚障がい者を対象にした『声の広報』の編集・発行 

    朗読ボランティア「せきれいの会」の協力を得て、ボランティア会員が総合福祉

センター録音室で、広報きたかたを朗読しテープに録音したものを、『声の広報』と

して希望者に郵送した。また、物語等も同様に録音し、『声の広報』と一緒に郵送し

た。 

     ○毎月１回・利用者 ５名   朗読ボランティア ７名 

    ②点訳ボランティアの養成 

   点訳サークル「ｅｙｅの会」が実施する定例の「点訳勉強会」や点訳物の作成活 

 動に対し、活動支援を行った。 

    ○毎月１回・会員数５名 

 

（７）福祉レクリエーションボランティア事業 

  【福祉レクリエーションボランティアのコーディネート】 

   市内のサロン及びミニサロン等を活動の場として、福祉レクリエーションボランテ

ィアのコーディネートを実施した。 

    ボランティア登録者数        ７名(２グループ) 

    ボランティア活動回数        ６回 

 

（８）子育て支援ボランティア事業 

  【子育てボランティアのコーディネート】 

   本会で実施しているおもちゃ図書館を活動の場として、子育てボランティアのコー 

ディネートを実施した。 

    ボランティア登録者数        ３名 
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    ボランティア活動回数       ４７回 

 

（９）ボランティア啓発講座 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

（10）児童生徒の福祉作文集『ちいさなて』の発行 

   喜多方市市教育委員会との協議により発行中止 

 

（11）手作りマスク作成ボランティア事業 

   新型コロナウイルス感染症の影響による全国的なマスク不足に対し、「こんな時だか 

 らこそ、みんなで支え合おう！」を合言葉に、在宅でもできるボランティア活動とし

て手作りマスク（こども用）作成ボランティアを募集し、令和２年４月２７日に喜多

方市こども課を通して市内児童へ配布した。 

   ボランティア数 延べ６８名 

作成枚数    計６２５枚 

 

（12）新聞紙エコバッグ作成ボランティア事業 

   令和２年７月より環境問題等の対応のため、全国的にレジ袋有料化が実施された。 

   このことに伴い、本会としてエコ活動への取組みとして、市民の協力により新聞紙

エコバッグを作成し、市内スーパー８店舗に設置した。自宅にある材料で、コロナ禍

でもできるボランティア活動として、地域での支え合いの推進を行った。 

   ボランティア数：個人 延べ６４名  団体 延べ２２団体 

   作成枚数：３,１６３枚 

 

（13）福祉ボランティア等活動事業 

   かたくり荘清掃ボランティア（高郷地区）     １回実施 ３９名参加 

 

（14）資源回収の取組み（エコキャップ） 

ポリオワクチンを開発途上国に贈るエコキャップ運動に賛同し、市内の学校、事業

所、個人からの寄託を受け、回収業者へ納入するための支援を行った。 

   業者へ納入したエコキャップ ２，１７４キロ（ポリオワクチン換算 1,087 人分） 

 

（15）災害ボランティアセンターの運営及び活動支援 

   災害時に災害ボランティアセンターを設置し、住民に対する円滑な生活支援を行   

えるよう体制整備を行った。 

   〇令和２年４月１日 喜多方市と災害時における災害ボランティアセンターの設置

及び運営の協力に関する協定の締結 
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３．生活支援体制整備事業（地域包括ケアシステム推進） 

地域における支え合いのまちづくりを推進するため、地域の生活実態、ニーズの把握

に努めるとともに、支え合いの仕組みを住民主体で話し合う場「生活支援支え合い会議」

の設立に取組んだ。 

（１）第２層生活支援コーディネーター業務 

・地域ごとの生活実態、たすけあいの現状と福祉・生活課題の把握に努めた。 

 

項 目 件   数 

訪 問 ２９３件 

来 所 ５５件 

その他 ３２２件 

計 ６７０件 

・地域の社会資源の開発 

高齢者のいきがいと健康づくりに供するサロン拡充のため、喜多方地区ふれあい

福祉協議会と連携による地域懇談会を開催し、塗物町のサロン新設に取り組んだ。 

 

（２）第２層生活支援支え合い会議の新規設置及び設置に向けた取り組み 

＜高郷地区＞ 令和２年８月７日設置 

高郷地区生活支援支え合い会議  愛称「さすけねえ高郷」 

・設立に向けた説明会及び準備会        ２４回 

・生活支援支え合い会議の委員数        １８名 

・生活支え合い会議の運営            ５回 

＜上三宮地区＞ 令和２年１２月２３日設置 

上三宮地区生活支援支え合い会議  愛称「おもいやり上三宮」 

     ・設立に向けた説明会及び準備会         ７回 

・生活支援支え合い会議の委員数        ２８名 

・生活支え合い会議の運営            ２回 

 

（３）第２層生活支援支え合い会議の運営、支援 

＜熊倉地区＞ 

・熊倉地区生活支え合い会議    ８回 

熊倉地区は高齢化率が高く、また降雪量が多いことから、除雪支援について協議

した結果、除雪支援隊が新たに１団体登録され、計 4団体となった。 

防災の研修会を通して除雪支援や予約型乗合交通について話し合いを行った。 

 

＜熱塩加納地区＞ 

・熱塩加納地区生活支え合い会議  １２回 

熱塩加納独自の歌詞や介護予防体操を作成し、ＣＤ・ＤＶＤの完成により介護予
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防体操の普及を図った。また、買い物の資源の情報収集を行い、買い物支援につい

て話し合いを行った。 

   ＜山都地区＞ 

・山都地区生活支え合い会議     ５回 

    地域の福祉課題を見つけるため「山都に住み続けるために楽しく生活していくに

は」と題して研修会を行いながら、今後の活動について話し合いを進めている。 

＜駒形地区＞ 

・駒形地区生活支え合い会議     ８回 

    集いの場や除雪等に関する事や移動手段など課題ごとに意見をまとめ、勉強会を

行いながら話し合いを進めている。 

＜高郷地区＞ 

・高郷地区生活支え合い会議     ５回 

    地域に住んでいて思うこと、感じていることを話し合い、地域の課題を考え、デ

マンド交通や集いの場についての勉強会を行っている。 

 ＜上三宮地区＞ 

・上三宮地区生活支え合い会議    ２回 

おもいやりにあふれる地域をつくるため、地域の今を知るための住民アンケート

を行うこととしており、現在、設問について話し合いを行っている。 

 

（４）他機関・団体等の連携 

〇高齢福祉課及び総合支所住民課との打ち合わせ及び連携  

〇行政区長会、福祉団体及び地区公民館との連携 

〇ＰＲ活動  ※ラジオ番組出演 

※社協だよりへの掲載（５月１日号・１１月１日号・２月１日号） 

〇会議等への出席 ９１回（包括連絡会への出席、ケア会議・地域ケア会議等、地区

民生児童委員協議会、地域福祉活動計画検討委員会ほか） 

 

（５）「ふれあいいきいきサロン」の開設（３７箇所） 

高齢者の交流を深め、助け合い・支え合いながら健康で楽しい生活を送っていた 

だくことを目的に「ふれあいいきいきサロン」の開設と運営を支援している。  

                      

 

松が丘いきいきサロン 喜多方 桜ガ丘いきいきサロン 喜多方 

村松三区いきいきサロン 喜多方 清水台いきいきサロン 喜多方 

関柴地区いきいきサロン 喜多方 東四ッ谷いきいきサロン 喜多方 

ひばりが丘いきいきサロン 喜多方 上三宮二区いきいきサロン 喜多方 

渋井いきいきサロン 喜多方 寺町いきいきサロン 喜多方 



 

 

１６ 

 

 

（６）ミニサロン等交付事業 

福祉活動支援金を財源として、地域の絆を築く交流事業等に対して交付金を交付し

活動の支援を図った。 

ミニサロン等事業   １０箇所 

交流事業        ４箇所 

     交付額計   １４４，０００円 

 

（７）支部社協事業の活動支援 

１）支部社協活動への支援 

安心して暮らせるまちづくりの形成を地域全体で推進していくための支部社協

活動の推進に協力した。 

 

支部名 設立年月日 支部名 設立年月日 

慶徳支 部 

松山支 部 

岩月支 部 

豊川支 部 

平成 ９年 ８月２４日 

平成１０年 ３月１４日 

平成１１年 ２月１１日 

平成１１年 ７月２１日 

関柴支 部 

熊倉支 部 

上三宮支部 

平成１２年 ３月１２日 

平成１３年１０月１０日 

平成１７年 ９月 ７日 

 

 

花園いきいきサロン 喜多方 譲屋いきいきサロン 喜多方 

桜町ふれあいサロン 喜多方 菅原町ユーアイサロン 喜多方 

幸町いきいきサロン 喜多方 栄町いきいきサロン 喜多方 

上町いきいきサロン 喜多方 いなだいきいきサロン 喜多方 

吉沢いきいきサロン 喜多方 （新）いきいきサロンぬりもの町 喜多方 

野辺沢いきいきサロンたんぽぽ 熱塩加納 半在家いきいきサロン 熱塩加納 

針生ひだまりサロン 熱塩加納 上窪地区いきいきサロン 塩川 

柴城地区いきいきサロン 塩川 塩川地区いきいきサロン 塩川 

別府いきいきサロン 塩川 ふなひきいきいきサロン 山都 

広野いきいきサロン 山都 千咲原いきいきサロン 山都 

藤沢いきいきサロン 山都 舘原いきいきサロン 山都 

小布瀬原いきいきサロン 山都 寺内いきいきサロン 山都 

宮古いきいきサロン 山都 上林いきいきサロン 山都 

西黄地区いきいきサロン 高郷   
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２）ふれあいネットワーク事業（支部社協事業） 

ひとり暮らし高齢者を対象として生活支援活動や見守り活動を行う「ふれあいネ

ットワーク事業」を実施した。 

・ネットワーク活動延べ件数  １，６４９件 

   ３）支部社協代表者会議の開催 

     ７支部社協の代表者による情報交換を行い、活動の充実を図る目的により代表 

者会議の開催を予定していたが、コロナ感染防止のため中止とした。 

 

４．地域包括支援センター事業 

高齢者の方々が住み慣れた地域で要介護状態にならないよう予防対策に取組むととも

に、総合相談及び支援、権利擁護事業、ケアマネジメント支援を積極的に推進した。ま

た、喜多方市高齢福祉課との連携を密にし、虐待や認知症等の困難ケースの対応を図っ

た。 

（１）相談等の受付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護予防等事業の実施 

事  業  名 回 数 

介護予防事業（介護予防教室）、介護者教室等 ２０回 

講師派遣、他団体への協力等 １０回 

街かど相談室、ケアマネ相談室 １３回 

 （３）喜多方市及び関係機関との連携及び協力 

会 議 等 名 回  数 

地域包括支援センター連絡会 １０回 

介護保険事業関連事業者連絡協議会（８部会） １８回 

グループホーム運営推進会議  ８回 

地域密着型特定施設運営推進会議 １１回 

相談・援助内容 
相談件数 

（延べ） 

相談人数 

（延べ） 

①  介護予防支援事業に関すること ７，７７３ 件 ２，４７３ 人 

②  総合相談支援に関すること ３，８７５ 件 １，３３７  人 

③  権利擁護事業に関すること ４２５ 件 ６１ 人 

④  包括的継続的支援に関すること １６７ 件 ２３ 人 

⑤  実態調査 １８１ 件 １４４ 人 

⑥  苦情に関すること ３ 件 １ 人 

合     計 １２，４２４ 件 ４，０３９ 人 



 

 

１８ 

 

各地区民生児童委員協議会定例会 １３５回 

権利擁護担当者会議、虐待対応会議 ７３回 

専門職員研修会、会議等への参加 ８２回 

介護相談員定例会  ０回 

老人ホーム入所判定会への出席 ２回 

 

１）地域ケア会議（包括ケア会議・地域ケア会議） 

高齢者個別のケースに対して、医療、介護等の多職種が協働して課題の解決を図る

ため、地域ケア会議を開催した。 

開催回数   １７回（３層個別ケア会議１１回／２層包括ケア会議６回 ） 

 

２）介護予防支援計画 

   自立した日常生活を継続できるよう支援するため、介護予防のための健康増進を図

り、また、介護が必要となった際の身体能力の維持・向上のため介護予防支援計画を

作成した。 

計画件数   ５，９５０件 

    （うち委託件数） １，３３５件 

 

５．生活サポートセンター事業（生活困窮者自立相談支援事業） 

生活困窮者自立支援制度に基づき、喜多方市の要請を受けて生活サポートセンター事

業を受託し、就業や生活上の不安、心配ごとを抱え経済的に困窮している方の相談に応

じている。 

また、支払いや負債などの相談に応じる家計改善支援事業を受託し、健全な家計に向

けた支援を行った。 

（１） 生活困窮者に対する包括的相談支援事業 

（２） 家計改善支援事業 

 

 

 

 

※なお、プラン

策定にならない

方に関しては、

関係機関につな

ぐ等の対応をし

た。 

 

 

新規相談 １７９名 

自立支援プラン 

策定件数 

７０件 

家 家計再生プラン  ２６件 

就労決定件数 ２２件 

支援実施延べ回数 

３,４７９回 

（面接相談、電話相談、訪問相談、同行支援、 

支援調整会議、他機関への照会等） 



 

 

１９ 

 

（３） 住宅確保給付金の申請に係る相談、支援 

離職等により経済的に困窮し、住居喪失又は喪失の恐れがある対象者に、住居 

費を支給する住宅確保給付金（受付、決定：喜多方市）についての相談や申請手

続きの支援を行った。 

   令和２年度相談件数   ４６件 

        申請件数   ２５件 

 

（４）関係機関とのネットワークの構築と社会資源の開発 

     民生児童委員や福島県社会福祉協議会をはじめとする関係機関との連携を図り、

生活困窮者相談支援の充実に努めた。 

     また、社会福祉法人や企業等を訪問し制度説明や就労支援についての周知を行

い顔の見える関係づくりに努めた。 

 

（５）支援調整会議の実施 

     喜多方市社会福祉課及びハローワーク等と定期の会議を開催し、相談者の生活

状況改善に向けて支援計画の検討や意見交換を行った。 

       令和２年度開催  １０回 

 

（６）小口生活援助資金の貸付 

     低所得者の緊急な経済的問題を解決し、安定した生活が送れるよう資金を貸し

付け、必要な援助指導を行った。 

      令和２年度新規貸付件数・額     ４０件（１，８４０，０００円） 

      令和２年度末未償還件数・額     ６２件（２，１７８，６００円） 

 

（７）生活福祉資金（福祉資金、緊急小口資金）の貸付 

     福島県社会福祉協議会が行う生活福祉資金貸付事業の受付窓口として、申請受

付等貸付の手続き支援を行った。 

      令和２年度新規受付件数     １７件（７，９７３，０００円） 

 

  （８）高額療養費貸付事業 

      令和２年度貸付実績なし 

       

  （９）就労体験事業 

      引きこもりや障がいなどから一般就労が難しい対象者に対し、就労や他者と

のコミュニケーションを体験するとともに、生活リズムを整え一般就労に向け

たきっかけづくりとするため、本会での軽作業の場を提供した。 

      就労体験事業実績  フードバンク仕分け、管理補助  ２名 各１日 

 



 

 

２０ 

 

（10）フードバンク事業 

     コープ東北サンネット事業連合との協定（平成２７年１０月２３日協定締結）

による食料品の提供のほか、コープあいづ及び㈱カーブスジャパンのフードドラ

イブ活動や(株)セブン-イレブン・ジャパン、ダイナムグループからの商品寄贈、

市民からの寄附により食料品を確保し、生活困窮者に対し食料品の提供を行った。 

     令和２年度提供実績  ９０世帯（延べ１５８回） 

      ※うち、１８世帯に新型コロナウイルスの影響による学校休校に伴う 

 フードバンク品の提供を社会福祉課、こども食堂と連携し行った。 

 

  （11）「こども食堂」への支援と連携 

     市内に２箇所となった「こども食堂」、子どもの居場所「れんが」との情報の共 

有を図り、未就学児・児童等を抱える生活困窮世帯への支援につなげるためフー 

ドバンクを通じて食料品の提供を行った。 

                 こども食堂（２箇所）   延べ１１回 

子どもの居場所「れんが」 延べ ２回 

 

（12）生活サポートセンターの広報・周知について 

生活サポートセンターの取り組みを広く理解いただくため、リーフレットを民

生児童委員に配布するとともに、喜多方市役所・各総合支所及び社協本所・支所

の窓口や関係機関を通して市民へ配布を行った。また、社協だより（年４回）へ

の掲載や、ＦＭきたかたの番組「茶の間のふくし」に出演するなどし、ＰＲ活動

に努めた。 

 

６．東日本大震災・福島第一原子力発電所事故避難者に対する支援 

 （１）避難をされている方への情報提供 

     大熊町をはじめから東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故により避難を

余儀なくされている方に対し、喜多方市総合福祉センター２階に情報スぺ－スを

設置し、情報の提供に協力した。 

 

７．日本赤十字社への協力 

 （１）人道・博愛を目的とした日本赤十字社事業に対して社資募集に係る協力、災害

時の救援物資の配分、献血事業推進や高齢者支援活動等への協力を行った。 

   ○社資実績額   ７，１４０，４２３円 

   目標達成率        ９８．４％ 

    ○災害時救援物資配分件数     ４件 

 

８．共同募金・歳末たすけあい運動への協力 

  行政区長会、民生児童委員協議会を始め多くの市民の協力を得て、民間社会福祉事業 



 

 

２１ 

 

の財源となっているこの運動に協力した。 

コロナ禍を鑑み、市総合福祉センターへ募金ブースの設置や市内企業へ募金型自動販 

売機の設置推進等を行った。 

  ・共同募金実績            ６，８７２，２１９円 

  ・歳末たすけあい募金実績       ４，３８４，５３１円 

 

９．災害義援金 

  日本赤十字社及び共同募金会が連名で実施する、被災地の復興支援のための災害義援

金について募集の協力を行った。 

・令和２年７月豪雨災害義援金        ２２０，９８６円 

・令和３年２月福島県沖地震災害義援金    ７０，０００円 

・東日本大震災義援金            ３０，０００円 

 

１０．新型コロナウイルス特例貸付 

    〇緊急小口資金特例貸付（上限額２０万円） 

新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少がある世帯に対 

し、相談支援及び申請受付を行った。 

      令和２年度貸付件数 ２１２件（３８，７５０，０００円） 

    〇総合支援資金生活支援費特例貸付（単身世帯 月１５万円以内、２人以上の 

世帯 月２０万円以内を原則３か月以内） 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入の減少や失業等により生活に 

困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯に対し、生活サポートセンタ

ーの申込登録と生活状況に応じた相談支援を行っている。 

    令和２年度貸付件数 １４７件（７９，９００，０００円） 

 

 

 


